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ア メリカのんびり旅行

乙 の 6 月無事学長の職を終 え て 、 本 当 に ゆ っ く り と
し た気分で中国へ 2 週間、 アメ リ カ ヘ 1 ヶ 月旅 し て き
た 。 いずれ も 知 り 尽 さ れた国であ り 、 特lζ中固 につ い
て は既に本誌に三宝政美教授の本格的な紹介 も あるの
で、 私はアメ リ カ の話を書 く こ と と し た 。 最近読売新

聞朝刊には司馬遼太郎氏が誠 に軽妙な筆致で 日 本の歴

史 も織 り 混ぜた素晴しい アメ リ カ 素描を も の し て お ら
れるの で、 い さ さ か ひるみを覚え なが ら 、 別の観点か
ら 敢え て筆を とるこ と と し た 。

こ の度の旅行は家内共々 、 ニュ ー ヨ ー ク の娘、 各地

K散在 し て いる友人や弟子達を訪ねて、 彼 ら の活躍振
り を見て廻るのが 目 的 だ っ た 。 ま ず最初に訪ね た の は
私の海軍時代の部下でガラス工の大野貢氏であ っ た 。
彼は戦後東大化学教室 に い た が、 3 0年位以前に勇気を
も っ て夫妻でアメ リ カ に渡 り 、 カ ンザス 州マ ンハ ッ タ
ン と いう田舎町にあるカ ンザス州立大学に勤務 し た 。
その後メキメキ と頭角を現わ し 、 現在で は アメ リ カ 第
一級のガラス 工 と し て名を馳せて お り 、 加 えて彼が趣
味 と し て は じ め たガラス工芸は世界の一級品 と な っ て
お り 、 アイゼンハワ 一時代か ら歴代の大統領に認め ら
れ、 そ の作品の一つ「アメ リ カ 国会議事堂」は、 ワシ
ン ト ン の有名なスミスソニ ア ン博物館に お さ め ら れて

いる。 最近彼は労苦を共に し た愛妻を亡 く さ れ、 私達
が訪ね た 頃は悲 し みの どん底 に あ っ たが、 頑張 り 屋の

彼の 乙 と だか ら 今 は ま た制作に励んでいる 乙 と だ ろう。
彼は英語は そ れ程 し ゃ べ れないが、 ま さ に そ の人柄 と
腕前だけ で尊敬 さ れ有名人 と な っ て いる。 アメ リ カ の
ような多民族国家では、 「旅の人」 な ど と いう感覚 は

全 く な く 、 あ の小 さ な 田舎町で も 、 実力さ え そ な え て
い れば堂々 と胸を張 っ て生活で きるの である。

ニューヨー ク の娘はバイオ リ ニス ト と いう職を も っ
て お り 、 ク イ ー ンズ地区のオーケス ト ラの コ ンサ ー ト

マス タ ー を し な が ら 音楽活動 を続け て いる。 た ま た ま
そ のオ ーケス ト ラのポ ッ フス コ ンサ ー ト を見 に行った
が、 競馬協会の主催で、 何 と競馬場の大鉄傘の下で行
われたのである。 日 本 では と て も考え ら れな いが、 競
馬が始 まる前に無料で公開 し 、 音楽に興味を も っお客
さ ん ま で競馬の観客層に取 り 込 もうと いう魂胆の よう
であ っ た 。 聴集 も興が乗 っ て く ると 、 2 ～ 3 人が踊 り
出 す と いう陽気 さ であ っ た 。 私はお蔭様でコ ンサー ト

富 山大学名誉教授 柳 田 友 道

終了後、 生れて始 めて本場の競馬を見物 し た 。 私が前
回ニューヨ ー ク K行 っ た時は、 銀行が夜聞 に お客 さ ん
を招待 し 、 銀行の カ ウ ン タ 一前広場で、 娘のソロ演奏
を聴かせる と いう風景に も接 し た 乙 と がある。ク ラ ッ
シ ッ ク 音楽 も こ こ ま で大衆に謬透 し て いるの である。
娘の話 に よると 、 ニューヨー ク の ある大金持のおば さ
んが、 娘達のオ ーケス ト ラ ー を一 晩総がかえ し て 、 カ
ーネギーホールを借 り 、 自 分で指揮棒を振 っ て 、 もう
2 ～ 3 回 も コ ンサー ト をや っ た と いう。 その指揮は 下
手 だ と は解 っ て い て も 、 フロ と なるとその おつ き あ い
も せねばな ら な い と いう笑い話 も あ っ た 。

その後ペ ンシルパニア大学 （フィラデルフィア） 、

ジョ ンズホプキ ンス 大学 （ボルチモア） 、 マイアミ大
学、 ニューメキ シ コ 州立大学 （ アルパ カ ー キ ー ） な ど
を次々 に訪れ、 私の旧友や弟子達の活躍振 り をつぶ さ
に見て廻 っ た 。 娘の家で も そうだ っ た が、 芸術家 と か
学者の間では、 レ ーガン大統領の評判は新聞報道 と は
反対K、 決 し て良い も の で は な か っ た 。 今政権に移 っ

てか ら彼 ら の活動は と か く 制限さ れ勝 ち に な っ た と い
うのである。乙う し た苦 し い情況の中で、 私の仲間達
がアメ リ カ の大学の教授や助教授 と し て立派に活躍 し
ている姿を見て 、 私は本当 に誇 ら し く 思 っ た 。 先 に も
述べ た ように彼 ら は 「旅の人」扱い も さ れず、 伸び伸

び と し て い た が、 た だ異口同音に言葉の限界を感 じ て
いるこ と を話 し てい た 。 私か ら みると彼 ら の英語は 上
手下手 は あるに せ よ 、 日 常会話は も ち ろ ん講義に も困
ら な い し 、 学会 で も アメ リ カ人と渡 り 会 える人達ばか
り である。 そ れで も論文を書 く と なる と 、 アメ リ カ人

の何倍かはかかると いう。 そ のう ち の ある教授は、 デ
パ ー ト メ ン ト のチェアマ ン を や っ た 乙 と のある人物だ

が、 会議でのや り と り 、 人事問題 な ど に なると 、 や は
り 考え方や言葉の上の限界を感 じざるを得な か っ た と
述懐 し て い た 。 日 本の学者が外国では、 こう し て私達
に はわか ら な い苦労を し て いる こ と が身に泌み てわか
っ た 。 ま た私に と っ てショ ッ ク だ っ た の は 、 アメリカ
に お ける最近の 日 本人留学生の評判である。 以前は 日
本人留学生は引張 り 凧だ っ た のだが、 最近では中国と
韓国か ら の留学生が人気を集めて いる と いう。 本気で

やる気がな い と いうか、 昔の連中みたい に頑張 り が効
か な い と いうこ と であ っ た 。 最近の 日 本の大学生を見
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て き た私は、 とうとうこ ん な こ と に なったのか と暗い
気持に なった。

最後は娘夫妻がグラ ン ド キャニオン に招かれて演奏
会をやる と いうので、 ア リ ゾナ州のフェニ ッ ク ス で再
会し、 グラ ン ド キャニオ ン ま で ドライ ブした。 乙 の道
は私が 32 年前、 家内を連れて ドライ ブした道であり、
砂漠の中の大 き なサボテ ン は本当に懐しかった。演奏

会 は教会でやったが、 国立公闘に は特定会派の教会は
建て ら れな いという乙 と で、 無教会的教会であった。
こ の話を聞いて 、 どこ かの国の宗教論争を思 い出した。

乙 の演奏会 は 乙 乙 の全観光業者の団体の招待だ と いう
乙 と だが、 乙 ん な 乙 と も 日 本では聞い た こ と が な い。

乙 乙 で も音楽の大衆への彦透を思い知 ら さ れた。

人文学部新移行 生諸君に

人文学部の新移行生諸君、 君た ち に は移行前 と移行
後の 2 回、 学部オ リ エン テ ショ ン の席で、 人文科学
の理念めい た こ と や ら 、 お祝いの言葉や ら 、 専門課程
学生 としての心得や ら を述べたので、 ま たぞろ こ こ で
御託を並べる気 は な い。さ な き だに近頃のわたしには
老いの繰り言が多 く なって反省 さ せ ら れているのだか
旬。

さ て ド イ ツ語の教師 に なって そ ろ そ ろ 3 0年というの
に 、 乙 れか ら授業と いうと き は今だに年甲斐 も な く 緊
張する。教室へ入る と き に回すドアの ノブの重さ は 、
君た ち に は分かるま いが、 今 も 昔 も変 ら な し 1。 ま して
新米教師の こ ろ は悲壮だった。学生 は教え子 と いう よ
りは敵、 教室は敵地としか思えず、 授業後 、 教 え た 乙
と にミス があった と気づ 乙 う も の な ら 、 次の週 に訂正
する ま で、 あ く せ く 乙 だわって 落 ち 着け ず意気消沈し

た。
わ たしがい ち ばん よ く や ら かすのは、 ド イ ツ語 に お

ける名調の性のミス だ。知つて の と おり、 ド イ ツ語で
はすべての名詞K男性、 女性、 中性いずれかの性があ
る。神様で も なし1かぎり、 すべての名調の性 を覚えられ
るはずはな いの だが、 肩肘怒 らして全部知っているよ
うな顔をする と 問題が起きる。性について 自信の な い
名詞を使った例文な ど板書せねばよ い も の を 、 つ い つ

い 乙 の種のミス を犯してし ま い 、 「性の悩み」 な どと
ふざけ て も お れな い破自に なる。

乙 の ように 自 分の掘った穴に 自 ら陥るの は ま だし も 、
学生の仕掛け た毘に は ま った と き の落 ち込み は比較に
な ら な いほ ど深刻で悲惨だ。

前任校で教師一年生の と き 、 後期から担当した教育
学部体育科の学生を主体 Kしたクラス は 、 受講態度に
し ま りがな く 、 私語 も 多 く て教えづら く 、 対処の方法

人文学部教務委員長 吉 田 清

を考え て いるう ち に 、 3 、 4週 目 だった ろう、 授業中
突然真上の教室で床を踏み鳴 ら す音が始 ま って耳を聾
し、 授業が 2 、 3 分で き な く なってし ま った。当時は
も ち ろ ん木造 2 階建校舎、 人数12 、 3人 らしい。教室
内はいっ と き ど よ め い た が、 わたしには学生 た ち の表
情に注意を払うゆ とりがな かった。お ろ かに も 、 わ た
し及 びわたしの授業と無関係に足踏みの行われた所が
た ま た ま わたしの教室の真上だったぐ ら い にしか考え
ず、 途切れた授業を元の軌道に乗せるの に懸命だった
か ら だ。

とこ ろ が次の週 に ま た同 じ こ と が起ったのだ。足音
は前回より も激し く 強 く 、 人数 も かなり多 い。 しか も、
しの び笑い を殺してわ たしの顔色をうかがって いる学

生が何人か 目前 に認め ら れるではな いか。 「しめし
合わせた‘／」 乙う直感するや 、 一瞬気が遠くなるよ
う な 、 妙 にうつ ろ な悲しみ に襲われたか と 思う と 、 た
ち ま ち そ れが、 頭へ血液の狂騰する感覚に変った 。

「お前 ら そ れで も 大学生か あ ッ 。お前 ら の よう な 、
子供より幼稚なやつ ら に学生づらさ れる と 、 乙 の
大学は大迷惑だ。出てけ え ッ ／」

気の弱 そうな新米教師 と た か を括って い た わ たし に伝
法な怒鳴りか た を さ れて 、 ク ラス は水を打った ように
静 ま りかえり、 しわぶ き 一つ聞 乙 え な い。よ く 考 える
と不可解な 点 も ある事件だけ ど、 わ たしは深追い はせ
ず、 しかし辛う じ て気を取り直して授業を再開するこ
と がで き た。次の授業ま での長い一週間、 わ たしは怒
りと屈辱 と不安 にうち ひしがれて い た が、 わたしの大
音声が奏効した と いうより も 、 さ すがは大学生、 瀬石

の坊ち ゃ んが寄宿舎でな め た ような経験は後K も 先 に
も 乙 れ きりで、 本 当 K胸を撫でお ろした 乙 と だった。
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乙 んな話を読んだ、 乙 と がある。小林秀雄が東大仏文
の卒業試験を受け た と き、 辰野隆教授の試験問題を読
んで、 「 乙 ん な下 ら ね え 問題 に は答え られねえ」と書
い た 答案を提出 し た た め、 む ろん落第 し た。一方辰野
は一年間小林の落書き の 乙 と を考え続け て やっと彼の
訴え ようと し た 乙 と を理解 し、 彼を卒業 さ せ た と いう。

教師がな め ら れた話を もう一つ。
キ ェ ルケゴオル研究を思いだった若き 和辻哲郎は、

独訳 「人生行路の諸段階」を学界の権威である先生か
ら拝借で きる乙 と に な り 、 彼を訪ね た。先生か ら キェ
ルケゴオル に関するお説を拝聴 し て いるう ち に、 和辻
は師が書題の Stadienを Stu di en と誤読 し、 あ ま つ さ
え こ の書を読んでい な い こ と を はっき り 知るに至 り 、

⑮ ＠立⑥ 新

。 宇 野 隆 夫 助教授 （人文学部）

任

途方に暮れ言葉を失って し ま う。
「 し か も 先生 はキェ／レケゴオルについて 自 分を教え

ようと し て いる。先生の誤読を指摘するな ど到底
で きる も の では な い。 乙 の時の苦 し い思い は非常

に深 く 著者の心に焔き つ い た。」
（和辻哲郎全集第一巻）

教師を な める に も い ろ い ろ と 質 的 な相違があるわけ

だが、 ま こ と小林と和辻は恐ろ し い弟子であった。
人文学部新移行生諸君、 わた し は何 も 教師に対する

非礼を君た ち に説いているの では な い。そ も そ も 教師

がそ の使命を充全に果 た す な ら ば、 教え子は 当然彼を
乗 り 越え て行 く はずだ。師の胸を借 り た弟子が恩返 し
を し た とき、 師 たる者 は喜び膜すベ し。わた し は学的
下魁上の現出を君た ち に期待 し て や ま な いの である。

教 官 ＠江⑤ ⑮

昭 52. 5 京都大学大学院文学研究科博士課程退学
担当：考古学

富 山 で暮らし始めて

本年 1 0月 1 日 に着任 し て ま だ 日
は浅いの ですが、 関西 （甲子園球
場の横）で育った私 に は楽 し い 日
々 が続いて い ま す。海の幸 ・ 山の
幸 を味わって は、 多 く の縄文遺跡
で暮 ら し た人々 の生活を し のび、
平野の一面に広がる水 田 を 見る と

弥生時代以来の人々 の営為が感 じ ら れ ま す。大学に予
想以上の設備や情報があるの を知ると、 平安時代頃か

ら 乙 の地の考古資料に広域流通品が 目 立って く る 乙 と
を考えるのはあ ま り に 商売気の 出 し すぎで し ょ うか。

富山市内を歩 く と、 関西風の面 もある反面、 関東 ・
東海地方的な店や品も 多 い こ と に気付き ま す。今 こ の
町が洪水 で埋った な ら ば、 1,000年後の考古学者 は、
どの程度の こ と を知る こ とができるで し ょ うか。私の
人骨がみつかった ら 関西人では な く 、 代々 の実家があ

った岐車の人間 と判断するか も し れま せん。器は瀬戸

人文学部助教授 （考古学） 宇 野 隆 夫

の も の であって も、 中 に は関西風う どんが入って い た
こ と や、 東京風の衣料品が多 い こ と は なかなか分 ら な
い で し ょ う。 乙 の ような こ と を考えつつ過去を振 り 返

るのが習 性に なるの も 因果な仕事のゆえです。
学生の研究テ ーマは北陸地方の資料を扱う も のが多

い ようです。人類の始 ま り か ら 現代に至るすべての時
代の物質文化を歴史資料 として扱う考古学では、 各テ
ーマについて、 適切な 指導をする乙 と は容易ではあ り
ま せんが、 力一杯の努力を し た い と 思 い ま す。 ま た北
陸地方の文化は時代に よって別かれた り 、 ま と ま った
り し、 山陰 ・ 畿内 ・ 東海 ・ 東国と の 関係 も移 り 変わっ
て き ま し た。 こ れ ら の こ と につ いて も 自 分な り に色々
の 乙 と を調べて い き た い と思って い ま す。

最後に私は決 し て仕事人間ではな く 、 昼や夜の各種
レジャ ー に も興味をもっている 乙 と を付記 し て 自 己紹
介と さ せて い た だ き ま す。未熟者 ですが、 皆様、 どう
か よ ろ し く 御指導下さ い。
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ア メリカで車を買う方法

アメ リ カ 中西部で唯一の大都市デンバ ー か ら車で約
40分、 植生の極めて乏しい大平原（グ レ ー ト プ レ ー ン

ズ）をロ ッ キ ー に向 っ て北西の方向 に走るとボ ールダ
ー に着 く 。 1 9 8 0年の夏、 東部の町ボス ト ンで一年を過
した後、 帰路、 乙 乙 に立ち寄 っ た 。 友人K案内 さ れて
コ ロラ ド大学の緑多 い キャ ンパス を 見 た 時、 私は、
「一度、 乙 の美しい町民住んでみ た い も のだ。 」と思

っ た 。 1 9 8 4年の 9 月 、 コロラ ド大学か ら招かれて、 ま
さ か と 思 っ た人口 1 0万の乙の小 さ な 田舎町にや っ て き
た 。

アメ リ カ では、 特にボ ー ルダ ー の ような 田舎町では、
車は絶対の必需品である。 アメ リ カ K来て最初に 出会
う頭痛の種で も ある。 特に、 初め て アメ リ カ K来た時

は、 た どたどし く よ く 通 じ な い英語で、や ら な け ればな
ら な いので余計に辛い 。

誰か ら買おうか 、 ディラーか ら 買うか、 新聞の広告

を見て買うか、 あ く ま で知人の伝を頼るか。 アメ リ カ

では、 車のディラ ー は 、 弁護士と並んで、 最初か ら嘘
をつ く も の と看倣 さ れている二大職業の一つ な の だ。
日 本では、 ディーラ ー か ら買う場合 は 、 ディラ ー に よ
っ て 、 完全ではな く と も ある程度の整備がしてあ り 、
最小限の保証がある も の と考える。 アメ リ カ では、 余
程の高級車は と もか く 、 並通の車は 、 ディラ ー は何ん
の手入れ もしな い 。 下取 り をした 中古車にマ ー ジ ン を
のせて売るだけ である。

では新聞の広告を探すか。 乙 れにして も 、 アメ リ カ
人が車に 関して誠実である乙 と は余 り 期待で き な い 。
私が採用した方法は、 「 日 本人か ら 買う」 乙 と であ っ
た 。 ま ず 日 本人は車に限 ら ず伺ん で も 大切 に使う。 う
そがっけ な い 。 もし、 あ ま り ひ どい車の売 り 方をする
と狭い 日 本人社会の聞 に あ っ て言う聞 に拡が っ てし ま
うこ と も 、 抑制要因の一つ に な っ て いる。 「 日 本人か
ら買う」方法 は な か な かい い方法だが、 車の選択の幅
が狭 ま っ てし ま う。 むつかしい。

値段は どうするか。 Used C ar Pricesと いう雑誌

が 3 ドル位で ど 乙 の ドラ ッ グス ト ア で も 売 ら れて いる。
こ れに 、 中古車のメー カ ー別、 年度別、 型式別の市場
平均御売 り価格、 市場平均小売価格が載 っ て いる。 乙
れに、 オ ー ト マテ ィ ッ ク か、 エア コ ンがつ い て いるか
ス テ レオがつ い て いるか、 マイ レ イ ジは どうか、 車体

理学部助教授 川 崎 一 朗

に傷は な い か どうかでい く ら か上下する。 乙うして 、
売手は平均小売価格で売 ろう とし、 買手は平均御売価
格で買おうとし、 交渉する。

目ぼしい車に 目 をつ け た 時 に は 、 当然ま ず試運転す
る。 そ れにパス すれば、 次 に 、 ガソ リ ン ス タ ン ドかサ
ー ビス工場に も っ て行き 、 「 乙 の車を買おうと 思うん
だがチェ ッ ク して く れ」と頼む。 サ ー ビス工場では、
2 ～ 3 時間かけ て 、 エ ン ジ ン 、 ト ランスミ ッ ショ ン 、
マフラ ー 、 キャブ レ タ ー等をチ ェ ッ ク し、 ど こ が悪い
か、 そ の修理費がい く ら に なるかの リ ス ト を作 っ て く
れる。 値段は 、 も ち ろん、 乙 の修理費を号｜かせるわけ
である。 乙 の車のチェ ッ ク の費用 は、 以前は 2 0トツレが
相場であ っ た が、 1 9 8 5年には3 0 ド／レ に跳ね上 っ て い
た 。

要するに 、 乙 の車のチェ ッ ク さ え き ち ん と や り 、 修
理費用 を引い た値段で買えば、 誰か ら 買 っ て も 、 値段
と いう点に 関しては基本 的 に は同 じ である。 ただディ
ラーは、 手数料を最底 1 00 ドノレ上載せするので、 その
分だけぽかぽかしい。 友人知人、 特に 日 本人か ら買え
ば気分的 に安心だ、し、 帰国を急い でいる人か ら買えば
相 当安 く して も ら える可能性があると言うわけ である。

Used C ar Pricesを 見 て いる と 、 車の中古価格 と

車の 「見た感 じ」があ ま り 対応して い な い気がした 。
体の大 き な アメ リ カ人 に はいかに も狭苦しそうな小さ
な 日 本車の中古価格が高 く 、 見 た自に快適そうな大型
の アメ リ カ 車が安いの は よ く 知 ら れて いる通 り である。

私はFord Granada 4000 cc 1 9 7 5年型に乗 っ て い た 。

4000 ccだけ あ っ て馬力は あるし居住性 も い いのだが
不思議 と 中古車価格が安い 。 1 000～ 1 400 ドル である。

最初は不思議で仕方が なか っ た 。 そ の後わか っ た と
こ ろ に よる と 、 実は、 1 9 73 年のオイ ルショ ッ ク 直後に
燃費を改善しようとしで慣れな い事をして作 っ た車は
アメ リ カ車の 中 で も 故障が多 く 、 中古車価格が安 いの
だそうだ。 私の 1 9 7 5年Granadaはその典型だ、ったのだ。

私の前のオ ーナ ー は 、 ディラ ー か ら 2 000 ドルで車を買
い 、 売る ま での 8 ヶ 月 聞 に 1 0回近 く修理 K出し、 1 000
ドルを支払い、 私�［ 1 500 ドルで売 っ た。 ディ ーラーに

編さ れた と しか言い ようがな し」 私が買 っ てか ら も 、

エア コ ン の レバ ーが折れて 1 00 ドル、 ブ レ ー キが効か

な く な っ てマス タ ー シ リ ンダーを取 り 換えて 1 00 ドル、
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極寒期 には、 何度 も車が動かな く な った。春忙な っ て 、
トラ ンスミッションがいかれて 8 00 ドル、 エグゾ ー ス
トパ イ プが折れて 2 00 ドル、 大変な車であ っ た。1 9 73
年以前の車は、 見かけボロで もエ ン ジ ン の構造が単純

で以外と長持 ち す る と言われて い る 。 も っ と も 、 オ ー
トマチック の場合は、 もしトラ ンスミッション がし1か
れ る と 大変修理費がかか る ので、 あ ま り 古い車はや め
た方がい い と も言われてい る。

私の経験か ら言うと 、 ひ と た び車が故障す る と 、 最
底 1 00 ドルである。しか も 大変煩わしい。 乙 れを避け

る には どうす れば よ いか。唯一の解は 「 日 本車を買え」
であ る らしい。コ ン シューマ ーユニオン（消 費者連盟）
の19 8 5年 B u ying Gu ide Issu e という 5 ドルの本K

は、 アメ リ カ で売 ら れて い る すべての車につ いて 、 故

障の頻度、 修理の コ スト、 燃費等の統計が図示さ れて
い る。 日 本やヨー ロッパの車は、 ドラブルが少い 乙 と
が一 目 瞭然であ る 。 た だし、 ヨーロッパの車はエン ジ

ンは信頼で き る が、 一度故 障す る と修理代に金がかか
り 、 結局、 日 本車が推持費が少な く 亡す む とは っ き り
書かれて い る 。 ま た 、 一つ一つのモデル につ い て 、 乗

り 心地、 マイ レ イ ジなどが示さ れ、 全体 として どうか
の コ メ ントがつ い て い る 。 日 本車は どれを と っ て も評
判がよ く 、 トヨタ カ ロ ーラは小型車の中 では top cho
ice と評価 さ れ、 ホンタシ ビッ ク がそ れに並ぶ と さ れ
て い る。 日 本車がアメ リ カ で売 れ る 訳であ る。

私は今 ま で アメ リ カ で 3 台の車に の っ た。 1 9 76 年
Vega, 197 8年 M u stang,197 5年Granadaであ る。乙
の経験か ら 言 っ て 、 もし私がこ こ 2 ～ 3年の内に、 再
びアメ リ カ で車を買う乙 と があ れば、 古 く と も 1 9 8 0

年以降、 オ ー トマテック 、 値段は 2 000 ドル前後のも の

を考え る。で き れば 日 本車を狙い たし1。 乙 れは、 私を
典型 と す る 、 車にはあ ま り 金をかけ ら れないが、 しか
し、 ひ どい車には当 り た く ない人のオプテ ィマノレソ リ
ュー ション（最適解） であ る よ うな気がす る。

他人の教訓程役 に立たない も のはない と言わ れ る が、
私の経験が、 こ れか ら アメ リ カ に行 く 人になにがしか
役 に立つのではなし功〉 と信 じ て 乙 の稿を書い た。

乙 の紙面を借 り て別の話をした い。私 も アメ リ カ の
大学を随分見た。西か ら カ リ フォ ルニ ア工科学、 南カ
リ フォ ルニ ア犬学、 カ リ フォ ルニ ア 大学 ロス アンゼル

ス校（UCLA）、 同パー ク レイ 校、 ス タ ンフォ ー ド大
学、 コロラ ド大学、 東海岸へ行 っ て 、 マサチュ ー セッ
ツ工科大学、 コ ロンピ7大学、 イ エ ール大学、 ダ ー トマ
ス 大学、 ニュー ヨ ー ク 州大学ス ト ー ニ イ ブルック 校、
トロ ン卜大学な どであ る 。 どれを取 っ て も 、 大学の中
を車が 自 由 に走 り 廻れ る所はない。唯一の例外はス タ
ンフォ ー ド大学か もしれないが、 乙 れは大学のキャ ン
パス が広大すぎて比較の対象にな ら ない。

車が学内 を 自 由民走 り 廻 る富山大学は、 と て も 正気
の沙汰 と は思 えない。 乙 れが、 学問、 研究、 そして思

索の場所であ ろうか。私の滞在し た コ ロラ ド大学では
教官の車に も き びしい制限があ り 、 特に学生の車の構
内立ち 入 り は完全に認め ら れて いなか っ た。家や下宿
か ら 大学 ま で 1 ～ 2 Kmの学生は、 どんなに寒い 日 で も
歩いて通 っ てお り 、 そ れ よ り 遠い学生は 自転車で通 っ
ていた。多 く の学生と話をしたが、 通学の為に車に乗
り た が る 学生は一人 も な く 、 むしろ伺人かの学生か ら 、
環境や、 な に よ り も私 自 身の健康の た め車に乗 らない
ででき る だけ 歩 く こ と を奨め ら れた。慣れてみ れば、
1 Kmや 2 Km歩 く こ となど何んで も ない。むしろ快い。

何故富山大学の学生は、 こ の よう に 異様なま で車に乗

る のであ ろうか。
学内の静かな環境を取 り 戻す た め に 、 学内の車の往

来の 自 由 を強 く 制限すべ き であ る と私は信ず る。当然、
教官の車 も例外ではないが、 第一歩として 、 学生の車
の構内立 ち 入 り を全面的に禁止す る乙と を望む。 2Km
や3 Kmな ら歩け ばいい、 lOKm程度なら 自転車があ る。
そ れ よ り も遠け ればパス か鉄道があ る だろう。車で来
れな く な っ て どうして も困る人が い る とは私には想像
で きない。万が一そういう人がい れば特例を設け れば
よ いだ ろうσ

こ れを具体的 に実行す る方法は色々 あ る 。富山大学
に 向 い て い る と思うのは、 踏切式のゲー トを入 り 口近
く に設 け て 、 適当なI Dを示 さ ない限 り 入構さ せない
方法であ る。その外 に い い方法があ る か もしれない。

いづれにせ よ 、 学内に車があふれ、 メイ ン スト リ ー
トを車が四六時中、 ビュン ビュン走 り 廻 っ て い る 現状

は大学 として あ ま り に も 異様だ。車社会 と言われ る ア
メ リ カ の大学の静かな環境を見て 、 一層強 く そう思う
のであ る。
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特定研究
超L s I半導体基板中の応力に関する基礎研究

一世代前 ま では、コ ン ピュー タ は、単なる巨大なそ
ろ ばんの ように使われて い ま した 。 しかし、このご ろ
は、い ろんな機械、装置、器具に組み込 ま れ、い たる
と 乙 ろでお 目 に かかる ようになって き ま した。ロボッ
ト 、航空機、船船な どの大物を は じ め、カ メラ、時計

なと、の小物、は て は炊飯器や玩具 に ま で進出して い ま
す。しかしながら、航空機、カメラ、炊飯器などは、以前

と同 じ 大 き さ 、形で、そ れを分解し、指摘さ れて は じ
めて コ ンビュ ー タ の存在がわか り ま す。コ ンビュー タ

は、驚 く ほ ど小さな場所で、知的な作業を行って い ま
す。したがって、自に も と ま ちぬ形で、日 常生活 に 関
係して いるといった方が適して いるか もしれま せん。

こ の魅力的 で、驚異的な小 さ さ の正体は図1 に あ り
ま す 。 厚 さ 約 0. 3 mmの、数鵬角の半導体結晶の基板の
上に、膜を盛 り つ け、その膜に溝や穴を堀って、異物
を注入しま す。 こ の加工を何度か繰 り 返す と 、図1 の
ようにな り ま す 。 膜、溝、穴は1～ 3 0 µmという寸法
です。同図は、その断面の極 く 一部で、膜などは拡大
して描かれて い ま す。右側 に ある抵抗 は、物理の電気
にでて く る抵抗の こ と で、かつて タ パ コ%～%ほ どの
大き さ でした。 ま だ多 く の実験室に残って い ま す。 こ

の抵抗を1素子と 数 えると、数棚角の基板の上 に は、

約10万個の素子があ り 、こ の数 は年々増大していま す。
一応、10万個以上の素子があるも のを超LSI （大規模

集積回路） と呼んでい ま すが、最先端では 40～ 6 0万

素子への挑戦が行わ れて い ま す。 寸法が1～ 3 0 µm と

いうこ と は、基板の結晶に極 く 小 さ な欠陥がある と、
LS Iは機能しないと いう乙 と を意味しま す。 例えば、
ショ ー卜を起してしま い ま す。 したがって、欠陥のな
し、高品質の基板を製造する 乙とは大切な こ と です。

アルミニウム膜（電極） シリコン酸化膜（絶縁）

Jぺ一

コンデンサ トランジスタ 抵抗

図 1 L S  I の断面

工学部講師 岩 城 敏 博

さ て、こ の超LS Iの基板は、現在は主 としてシリコ
ン単結晶で、つ く ら れて い ま す。 こ の単結晶の製法 とし

て は、宇宙空間の利用 を含め て、数種類あ り ま すが、

図 2 の引上法が最 も代表 的です。るつぼ内では、
99. 9999999 %の高純度のシ リ コ ンがヒ ー タ で加熱さ れ
融液 となって い ま す。棒の先端に高品質のシ リ コ ン種
結晶を取 り 付 け、その棒を下げてシ リ コ ン融液 K接触
さ せ ま す。 種結晶に触れた融液は、種結晶に よ り 冷却
さ れ、結品にな り ま す。 乙 の結晶は種結晶の構造を そ
の ま ま 継承しま す。種結品を引上げ‘ると、そ れ に つ れ
て融液は連続して結晶化し、大 きな結晶の塊がで き て
き ま す。 同図 は、乙 の引上げの途中 です。シ リ コ ン で
は、直径15 0mm、長 さ 6 00mmの塊が量産さ れてい ま す。
こ の塊を厚 さ O. 3 mm程度に輪切 り した も のが基板の も
と で、乙 れ を ウ エハ と いい、一枚の ウ エハ に は 400～
5 00個のLS Iがつ く れます。

こ 乙 で話を変え ま し ょ う。 ガラス の コ ップに、熱湯
を注ぎ ま す。 熱湯に触れて いるコップの内側は熱膨張

しま す。しかし、 ま だ冷たいコップの外側のために、 十

分膨張できず、結果として押しつけられる乙とになります。

一方、まだ冷たいコップの外側は、 内側の熱膨張のため

に、円周方向に引張られま す。 コップは割れる乙ともあ

ります。専門用語では 、乙の押しつけられる力、 引張ら

れる力を応力といい、コップは熱応力によって破断した

と表現しま す。 乙 の ように、不均一な温度分布は熱応力
の原因の一つです。

引上棒

種結晶

結晶
るつぼ
融液図

図 ヒータ

↓ ガス出口

図 2 引 上 装 置
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図 2 を もう一度見 ま しょう。 成長し て いる単結晶内

では、 融液側は種結晶側 よ り 高温であ り 、 中心部は外
周部 よ り 高温であるので、 熱応力が生 じ て い ま す。 こ
の熱応力が原因 となって 、 結晶に は破断と いう大 きな
欠陥や 、 そ 乙 ま で に は い た ら ないが、 そ の前身の小さ

な小 さ な欠陥が発生し ま す。LS Iの機能を損う欠陥を
つ く る原因の一つ は 、 乙 の熱応力であると い え ま す。

と こ ろ で、 応力は 、 光の干渉によって 目 で見る 乙 と
がで き ま す。 図 3 （写真）は、 シ リ コ ン単結晶の横断
面で、 同心円状に白黒のし ま 模様が観察 さ れ ま す。 こ

のし ま 模様を解析する と 、 断面内での応力の大 きさを
知る乙 と がで きるのです。

実際の引上装置は 、 図 2 の ように複雑です。 い く つ
も のヒー タ があ り 、 炉内のガス や融液は熱に よって対
流を起しま す。 かな り の高温であるの で、 ふ く 射に よ
る熱移動 も 大 き く な り ま す。 単結晶の成長に伴い、 融
液の量 は減少し ま す。 場合 に よって は 、 るつぼや単結

晶を回転 さ せる こ と も あ り ま す。単結晶は円柱形に 、
円すい形を重ねた形状をして い ま す。高品質の大 き い
シ リ コ ン単結晶は、 かな り 効率 よ く 量産 さ れてい ま す。
と こ ろが最近、 ガ リ ウ ム枇素 に代表 さ れる皿－v族化
合物半導体は、 シ リ コ ン よ り 高速低消 費電力で動作し
一段と優れてい ま すが、 こ の単結晶をつ く る こ と は容
易ではあ り ま せん。 直径 50mm、 長 さ 1 00mm程度で、 欠

陥 も著し く 多 いの です。 さ て 、 高品質の単結晶をつ く
る に は 、 どの ような装置で、 どの ような操作を行えば
よ いの でしょうか。 そ の た め に は 、 先づ欠陥が発生す

るか ら く り を明 ら か にする乙 と です。本質 を見誤 らな
い ように、 結品成長過程を簡単なモデルで仮定し、 乙
のモデル で様子を知る乙 と か ら は じ め ま す。

こ の研究は、 結晶成長を専門 と さ れる小林信之教授、
固体物性を専門と さ れる中谷訓幸助教授 と 共同で進め

ら れ ま す。筆者は応力解析を担当し ま す。

図 3 シ リ コ ン単結晶断面のしま模様
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富 山 の 印 象

私は中国吉林大学 日 本語学部を卒業 し 、 大学の 4 年
間の勉強に よって、 日 本の歴史 ・ 地理 ・ 文学な どを少
し 知 り ま し た 。 ま た 、 日本の映画や雑誌、 あるい は日
本か ら 来 ら れた先生か ら 日 本の社会 と 学生につい て 、
い ろ い ろ 見聞した 乙 と も あ り ま す。 し か し 、 「百聞は
一見に し かず」 と言われるように一度 乙 の 目 で確か め
た い と 思って い た 時、 藤井昭 二先生 と林隆文先生のお

世話で、 日 本で生活 し 、 日 本の学生 と 一緒に授業を受

け た り 、 お互い に会話を し た り する機会を得 ま し て 、
と て も喜んでい ま す。 つぎに 、 私が 4 ヶ 月 生活 し た 乙
と で 受 け た富 山 に 対する印象を書 き た い と 思い ま す。

今年の 7 月 1 8 日 に、 私は大阪を経由 し て待ち望んで
いる富山の地に足を踏み入れ ま し た 。 古 く て小 さ な駅
か ら 出 て 、 は じ めて自に入ったの は緑色の電車です 。

乙 のずいぶん古い交通機関 は中固に も めった に な いの
に、 世界に有名な車輸出国の 日 本 は ま だ使って いるの
が、 ど う も不思議な こ と です。

市電に乗って 、 直接学校に 来 ま し た 。 学校の正門は
低 く 、 あ ま り 目 立た な いし、 建物 も 高 く な い ですが、
各学部が、 き ち んと大通 り の両側 K並んで、 そ の前の
緑の芝生 は じ ゅ う た んを敷い た かの よ う で、 き れい な
学校です。 その頃、 ち ょ う ど夏休みで し た が学校K先
生 と 学生達の姿がよ く 見 ら れ、 テニスコー ト か ら 、 大
講堂か ら歓声と楽器の音が耳に入って き て 、 静かな 中
国の夏休みの学校と違って 、 な か な か賑やか な学校だ
な あ と 思い ま し た 。

緯度か ら み れば富 山 は私の故里の青島 と 大体同 じ で
すが、 湿度が高 い た めか、 青島よ り 蒸暑 く 感じ ま し た 。
道 も青島 と似て 、 狭 く て曲が り く ねって いるが青島ほ
ど険 しい坂があ り ま せん。 私の寮は婦中町に あって毎
日 自転車でか よって 、 往復は 1 時間以上かか り 大変で

すが、 自転車マラソ ン をすると同時に ま わ り の景色を
見物で きる し 、 体の鍛練 も でき て 、 「一挙両得」と は
こ の 乙 と だ と 思い ま す。

日 本の料理は見た自には美 し い ですが、 ち ょ っ と あ
っ さ り し すぎて、 生 も の も 食べ ら れな いので、 は じ め
て来た頃は毎 日 食事のかわ り にパナナばか り 食べて昼
食は生協で日本式の中華そばを楽 し み ま し た 。 ある日
偶然民生協の窓か ら プールを見付け て嬉 し く て た ま ら
な く 、 毎 日 見K行 き ま し た がいつ も シ ー ン と 静ま り 返

私費研究留学生 （中国） 管 玲

ってい ま した。 乙 んなすて き なプールを なぜ利用 し ま
せんか、 せっか く 恵 ま れた と こ ろ で惜 し い気持が し て
そ の わけは ま わ り の人 に聞いてみて も い ま だに 分 り ま せ
ん。

9 月 に新学期が始 ま り 、 学園に色と り ど り の車がず
ら り と並ん で、 自転車王国の中国K比べて、 乙 乙 は さ
すがに車王国だ と感心 し ま した。 授業の時聞になる と
ベル も な い し 、 学園に 、 廊下にぶ ら ぶ ら歩い て いる学
生 も よ く 見 ら れ ま す。 授業中 に 学生はみ な坐っ た ま ま
先生の質問K答 え、 授業の あ と いつ も 先生は黒板を拭
き 、 日 本の 大学生 は掃除 も し な い そ う です。 ま た 、 欠
席の人は多 い し 、 い い成績を取る人は少 な い そ う で、
社会では競争が激 し い 日 本 に お い て 、 なぜ学校 に は競
争がな いの で し ょ う か。 中国は ま だ発展途上の固なの
で、 国のた め に 、 学生は み な一生懸命に頑張って い て
夜の消燈時聞 に なる ま で各教室 と閲覧室に学生が一杯
です。 日 本 は も う 豊か に なって そ ん な 時代がすでに過
ぎ去った のか も し れな い と 思い ま す。

富山 と い う のは 山が富む と い う 意味で、 日 本の アル
プス と言わ れる立山連峰は富 山の誇 り で、 そのすば ら
し い姿が市内で も はっ き り 見え ま す。 7 月 下旬 に 、 藤
井先生 と吉井 さ ん と 一緒に立 山 を登 り ま し た 。 中固に
い た 時泰山 と華山を登った 乙 と があ り ま すが、 立山ほ
ど登 り に く く な かった と思い ま す。 山花は石 と砂ばか
り で登るの は勿論の こ と、降 り るの は もっと難 し く て
い ろ い ろ な経験を し ま し た 。 真夏の 山 に雪があるのは
生 ま れてか ら 始 めて見たので、 お砂糖の よ う だと思い
好奇の念 に耐えず一 口 食べ て み ま し た が、 お い し かっ
た です。 山 で 向 こ う か ら人が来る と お互い に道を ゆず
り 、 挨拶を し て特K険 し い と 乙 ろ と 頂上に近づいてい
ると こ ろ で 「気を付貯て下 さ し1」 、 「頑張って 下 さ い」
と声を掛け ら れ、 心が暖 ま って、 疲れなんて忘れて し
ま った よ う で し た。

富山は大都会の東京と比べてい な か と言え ま すが、
空気 も新鮮で、 町 も き れい で、 お い し いお米 と お魚 も
あって住みやすい と 乙 ろ です。 富 山 の人 も親切で 、 道
に迷った 時 、 熱心 に教えて く れて 、 生活 に困った こ と
があった ら 学校の先生、 学生達、 特に事務の方々 は た
だ ち に助け て い た だいて異固に来た寂 し さ は だん だん
消 え て し ま い 、 ま るで 日 本 に も沢山の親戚がいるよ う
に感 じ て い ま す。

今年の夏は特別暑かった ですが、 私の た め に わざわ
ざ夏が情熱を燃や し て く れ た のか も し れ ま せん。 冬は
どんな様子で し ょ う か、 楽 しみに待って い ま す。
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ケ吋への 学部だより o～ケ旬。

⑥ 人文学部

シェイクスピア学会聞かる

去る 10月 12 、 1 3 の両 日 、 富山大学でシェイク スピ
ア学会が聞かれた。開会式での小津次郎会長 、 大井信
一学長のあい さ つの後、 3 室 に わか れて計 12 人の研究
発表、 パネルディス カ ッションが行われた。さ ら に

「観劇行為と観劇体験」と題し京都大学教授の喜志哲

六百数十人と開会式で発表さ れ た会員の 7割程度児、
非会員の富山大学関係者 、 他大学を含む学生、 院生 、
出版関係者が加わ り 、 かな り の盛会であった。懇親会
に は予想を乙え約 100 名が出席した。

今回の開催にあたって は 、 人文、 教養、 教育の関係
雄氏が、 H London Theatres in  Shakespeare’s Day＇’ 者とは別に 、 去年の物理学会の経験をお た のみして 理
と題しケンブ リ ッジ大学名誉教授のM. C. ブラッ ド
ブルック 女史が、 そ れぞれ特別講演を行った。

入れかわ り が激し く 出席人数の推定 は困難 な が ら 、

⑤ 教育学部

学部に お世話 に なった乙とを特記して、 関係各位に心
か ら お礼を申しあげ る。 (T • K) 

昭和60年度教員養成課程合宿研修を終えて

7 月の上旬に学務係の方が教育学部生全員を集め 、
教員養成学部学生合宿研修 （秋季）の意義と内容につ
い て話しを さ れ、 その後で各研究室の学生代表者が集
ま って役割分担を行った。乙の時点か ら 、 昭和60年度

の研修実行集団が動 き出したのです。同月の中旬に委
員が集 り 、 企画の内容について意見を出し合ったので
すが、 例年と同じ様な企画内容に落 ち着い てし ま った

ので、 一部の委員の 「今年の研修内容は例年と違った
も の にした い。」とい う 意見は、 我慢して も ら う 事 に
なったの でした。

次 に 、 7 月下旬に各企画委員と一緒に立山少年自然
の家へ事前学習 を 目 的として行って来 た の ですが、 立
山少年自然の家を研修の場として利用す る のが初めて
の為に 、 帰ってか ら 学務係の方と話し合って い る 最中
に質問 さ れる と言葉 K詰 ま ってし ま う とい う 事が多 く
あ り ま した。そ の た め 、 各企画集団広危機感と責任感
が強 く 生じ 、 そ の数 日後、 一部の企画集団 は再び詳細
な計画を立てて下見に行 き山の中 を歩き回って き た そ
う です。乙の話を聞い た時、 感動す ると同時に自分が
情け な く なってし ま った の です。なぜな ら 、 この話を

聞 く ま でみん なが企画を成功 さ せ る 為に活動して く れ
る とい う 事 に 、 確信を持つ事がで、 き な かったのです。

実行委員長 井 波 隆 年

つ ま り 、 私は信ず る べ き 人を 、 信じ る 事がで き な かっ
た の です。以来、 私は安心して企画を ま かせ る 事がで
き たの です。

と乙ろ で 、 この委員と共 K詳細な点を検討してみた

の ですが、 どうも陵昧な点が有 る ので、 委員と学生の
一部を含めた 40 人ほどで、 呉羽少年自然の家へ 2泊 3
日 の事前の宿泊研修を行なってみ ま した。その結果、
キャンプファイヤ ー の 進め方・テン卜の張 り 方・宿泊
研修への取 り 組み方な どを実体験す る 事がで き た の で、
秋季研修への自信を少しだけ持て た の です。

以上の様な事を進めてい く う ち に 、 アッとい う 聞 に
研修当 日 となってし ま い ま した。朝、 教育学部教棟に
学生全員が集 り 、 パス 4 台に乗って立山少年自然の家
へ向かったのです。

ま ず、 第一 日 目 は野外宿泊を行 い ま し た。野外炊
飯は問題が少しあった のです け れ ど、 なんとか委員の
方 に頑張っても らったので無事終 り 、 その晩には大き
なイベン ト の1つであ る キ ャンプファイヤーが行 わ

れたのです。事前に学生のみんな を 4 つのパス グル ー
プに分け て い た ので、 色々 な 出し物を考え て い た らし

く 、 乙れが非常にお もし ろ く 、 そ れ以後のフォ ク ダ
ンス・合唱な ど も大変盛 り 上が り 、 大成功でした。

nυ
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第二 日 目 は、 ハイキ ン グがあ り ま した。平生あ ま り

運動を し て い な い ら し く 、 学生の半分 く ら いが音を上

げて し ま い 、 食事を残す人が多 かった。乙の様な状態
で、 果た し てハイキ ン グの直後に映画を見 る 事ができ
る か心配 だったのですが、 企画委員が放映企画 し た
「みんな輝いて い た よ」は非常 に感動す る作品だっ た

た めか、 真剣に 見 て 、 な か に は涙を流 し てい る 人 も い
た様です。

二 日 目 も充実して終わ り 、 つ い に 最終 日 がやって き
たのです。最終 日 と も な る と 、 み ん な の顔に も疲れが
目 立って、 はたしてオ リ エンテーリ ン グは成功す る か
ど う か心配 さ れた のですが、 みんな参加 し て い る内に
元気に なって、 けっ乙 う 楽 し ん で い た様です。

さ て 、 最終 日 の最終企画である 反省会が、 各企画ご
と の 分科会 と い う 形で進め ら れた の です。各企画の内
容はそれぞれの様々 な 問題を述べ て も ら い 、 非常に勉
強にな り ま し た。

と乙ろで、 大 き な事故 も な く 秋季合宿を終 え る 事が
出来てほっ と す る と同時児、 前向 き の姿勢を学べ た と
い う 事 に 、 私は今深 く 感謝 し て い ま す。私は、 生 ま れ
て以来、 先 日 に 至 る ま で、 何か責任の有 る 仕事の 当 事
者と な る 機会 K 直面す る た びに 、 あれこれと言訳を探

し て自分自身を納得 さ せ、 当事者 と な る 事を避け て い
た の で し た。当事者 に な る 事 を逃れた直後は安心す る
の ですが、 乙れは一時的な 事で、 数日後K は自分の卑

怯 さ を実感 し 、 決って 自 己嫌悪 に陥 る の で し た。 こ

の様な事を繰 り 返すた びに 、 自分自身を信用す る 事が

出 来な く な り 、 その結果 と し て 、 当然のごと く 他の人

々 を も疑い の 目 で見て し ま う と い う 悪循環の連続だっ
たのです。 し か し 、 今 回の合宿を進めて い く 中 で様々
な人々 と接 し 、 自分の価値感の狭 さ を痛感す る と と も
に、 他者 と の信頼の重要性を認識す る こ とが出 来 る よ
う に な り ま し た。積極的に何事 に で も取 り 組み 、 一 日
一 日 を精一杯生 き て行 く とい う 人生の姿勢の一端を 、
わずかなが ら 教 え ら れた様な気がす る のです。

個人的な 反省 に終始 し ま し た が、 大学の講義等 と は
異 な る新 し い自己発見の場 と し て 、 合宿研修は これか
ら の方々 に も 必ずや有益な も の と な る だ ろ う こ と を 、
私は疑い ま せん。 さ ら に新鮮な企画を練 り 、 楽 し く 有
意義な体験を重ね ら れ ま す よ う に と祈 り ま す。

（中学校教員養成課程 3年 数学専攻）

教 育 実 習に ついて

教育学部教授 ・ 教務委員会副委員長 加 瀬 正二町

教育学部の重要な教育活動であ る 教育実習 は 9 月か

ら 10月にかけ実施 さ れ無事終了 し た。これを機会 に乙
れか ら 実習 を行う諸君 を念願に お き 、 その概略を記
す乙と にす る。

実習への導入 は 、 前学期の観察参加か ら 始 ま る。講
義の な いあき 時間等を利用 し て附属学校園K赴 き授業
を参観す る。ベテラン の先生の見事 な授業のすべての
局面を十分理解し、 そ の指導技術を自分の も の と す る
の は 、 すぐに は望め な い乙 と であ る が、 授業のあ り 方

の輪郭を徐々 に把握 し 、 教壇に立つ心の準備が醸成 さ
れ る乙と を期待して い る の であ る 。

次いで 9 月2、 3 日 （幼稚園教員養成課程 3年次 は
19 、 20 日）に は「事前指導Jが行 わ れた。 教育 実

践研究指導セ ン タ 一長、 屋敷教授の 「望 ま れ る教師」
と題す る 講義を は じ め と し て 、 附属学校園や協力校、
さ ら に公立学校の指導的立場にあ る 先生方に よって 、

学校教育の諸問題につい て有意義な 講義が行われた。

これ ら は実践的色彩の強い も の で、 大学の講義では比
較的触れ ら れな いが、 実習 に入 る 前の準備教育 と し て
は重要な も の ばか り であった。こ う し た観察や事前指

導は ま す ま す重視 さ れ る 傾向 にある。

実習そのもの は 9月 5 日 か ら 始 ま る のだが、 日程等
複雑な ので課程ごと に表 に ま とめ る と 次の よ う に なる。

課 程 年次 日 程 実 施校
小学 校教員 3 9月28日～10月18日 附属小・堀JII小
養 成 課 程 4 9月5日～9月25日 向 上
中学 校教員 3 9月28日～10月8日 附 属 中
養 成 課 程 4 9月6日～9月27日 向 上
養護学校（一類） 3 9月28日～10月18日 堀 JI I 
教員養成 （ニ類） 3 9月28日～10月8日 附 属 中
課 程 4 9月5日～10月17日 附 属養 護 学校
幼稚園教員 3 9月27日～10月17日 附属幼・協力園
養 成 課 程 4 9月5日～9月25日 向 上

’EA

 

唱EA



3年次実習 は 9 月末か ら行われ、 中学校課程はや
や短いが他は16 日間であ る。養護課程 は最初基礎免許
の分として一類は小学校、 二類 は中学校で実 習 を行
い、養護学校実習 は 4年次で実施 さ れ る 。一般的tc:: 3 
年次の実習は基礎実習 と もい う べき性質の も ので、 個
々の指導技術は重要ではあ る が、 この段階では教育の
意義、 教師の役割 を 身 を も って理解す る 乙とに重点
があ る も のと思われる 。 ま た、 実践経験によって以後
の大学での勉学に一層の深化を もたらすこと も 期待 さ
れている といえよ う 。

4年次の実習 は、 3年次の実習経験、 3 、 4年の大
学での コースワ ー ク を終え、 一段と充実した実習が期
待 さ れている 。来春卒業とと も に教壇に立 ち う る だけ

の能力と自信を獲得す るだけの修練が要請 さ れるであ
ろ う 。

4年次学生の 多くは、 以上の主免許実習がすむと引

き続き副免の実習 K入る 。中学校では 8 日間、 小学校
では16 日間で、県内の公立学校で行われる。

このよ う に 4年生の 9 月から1 0月は実習に明け暮れ

る 。朝早く登校し、 放課後 も授業の反省会、 翌 日 の指
導案作成、 教材研究と多忙な 日々を過どす。大学での
講義に比して負担 も緊張 も 大きいが、 真剣な授業、 課
外活動、 業聞の遊びでの生徒との交流等を通 じて教師

た る 乙との喜びと充実感を味わ う よ う であ る 。教育実
習 は学生 にとって厳しい試練ではあ る が大きい収穫を
もたらす も のといえ よ う 。

四年次の 教育実習を終えて

昨 年の教育実習 は 、 富大附属中で 7. 5 日間であった。
今年は 、 更に富大附属中で15.5 日 、 大門小で15.5 日 、

合計 31 日間と期間 も長く、 研究授業や公開授業な どが
行われたおかげで、 全体として中身のあ る充実した教

育実習を体験できたと思 う 。
昨 年の中学校での教育実習 は、 3年生の担当だった

が、 さ すがに最上級生元
、貯あって、 主体性のあ る授業

の取り組み姿勢に大変助けられた。今年は1 年生の担

当となり、 オーソドック スに も机間巡視や実験を進め

て行く う ち、生徒に主体的に学ばせ る に は 、 ノ ー ト の
ま とめ方の工夫が必要だと感 じた。これを向上 さ せれ
ば授業の展開 も良く な る と考え 、 その為に①机問巡視
や生徒に ま とめさ せ る 時間を授業の 中 に必ずと る 、 ②

資料な どを配布す る 乙とによって学習の観点・目当て
等をはっきり さ せ 、 学習活動の手助貯にする 、③板書
は、今 日 の課題を大きく書き、 色チョ ー ク な どを使っ
てわかりやすくす ると共に、 要点をしっかり板書す る

等のー工夫を充分凝らす事に心掛けた。乙れらの事につ
いては、 授業後、 指導教官の ア ドバイスを受けたり、
実習生之の意見交換で会得したと乙ろ もあ る が、 自己
反省 に拠った点が多し、。生徒主体の授業展開が大切な
ので、 1 年生で も各々の生徒に学習課題をしっかり与
え （学習課題の設定 は むずかしいが）、 教師が課題発

表者を中心に考えて行乙 う とい う 雰囲気を作り、 発問

な ど工夫すれば、 か なり成果が得られる 乙と も実感し
た。

教育学部 4年 久保村 裕

今回の中学校実習で も 、 昨 年の教育実習と同様 K痛
感した乙とは 、 教材研究の大切 さ であった。単元の要
点と流れを教師自身がしっかり把握していなければ、
授業に余裕がなくなり、 生徒の意見や動向を正確にと
らえられないのであ る。授業の は じめの乙ろは、 自分
自身の単元の要点や流れの把握が不完全であったので、

授業自体のし ま りがなく、 何が大切な乙とで、 何を考
えて行けば良いのかわからない漠然とした授業に なり、
生徒 もポカ ンとしている乙とが多 かった。しかし、 教

材研究を進めて行くにつれて、 少しず、つで、はあ る が、
余裕を もって授業に臨める よ う に なった。

小学校の教育実習 は 、 全教科の授業をしなければな
らないので不安があった。その時、 担任の先生から
「『 ど う やって教えていこ う か』では なく『 ど う やっ

て子供と一緒に学んで行乙 う か』と言 う 事が大切であ
り、 教師自身が子供と共 に高ま ろ う とする 姿勢が必要

だ」との助言をいただいた。それからは、 どの授業 も
子供と一緒K知らないことを学んでし1く姿勢に徹す る
乙とができ、 とて も 楽しく充実した授業をする乙とが
できた。

教育実習での実習その も のの体験は、 貴重な体験で
あ ると同時に 、 体験を通 じた教育の感動と も言う べき
事柄が多くあり、 自分の教育に対する気持 ち を さらに
活性化 さ せてくれた。すべての面で不充分な ま ま 臨ん

だ教育実習ではあったが、 子供達との触れ合いと信頼
関係が醸し出す環境の中で、 実習生としての弱点で も
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あった自己研讃の未熟 さ や教材研究の不充分さ を改め
て認識す る乙と が出来た の はあ り がたかった。 しか も
そん な自分K対して、 本当の教師 を 見 る 目 で接してく
れた子供達への対応を考え る 時、 今で も申し訳 な い思

いで一杯である 。 実習 と い え ど も、 真剣な子供達に充
分に答 え る だけ の準備をしな け ればな ら な い重大さ と
責任の重 さ と を、 ひしひしと感 じ た教育実習 であった 。

（中学校教員養成 課程 理科専攻）

日 本 音楽教 育 学 会 第16 回大 会 報告

教育学部教授 渡 辺 一 郎

日 本音楽教育学会 第 16 回大会が、 本学教育学部の第 両 日 に わた り 、 下記 の と お り 開催 さ れま し たので、 乙
3 棟 と 第 1 棟 を会場 に して 、 去 る 9月 26 日及び 幻 日 の 乙 に紙 面 を お か り し て報告 さ せて いた だ き ます。

9 月 26 日 （ 木 ） 1 5 : 3 0  

8:30 9:00 1 2 :30 1 3 :30 1 5 :  40 1 1:00 1 7 :30 1 9 :3 0  

�ι 4 研究発表 （ A ) 7人 昼
課題研究(A)3人

(A) f、、 懇 呉羽
／／ ( B ) 6人 総 移

親 ／、、
／／ ( c ) 6人 動 イ

，， 侶1)3人 、y
付 せ ／／ ( D ) 7人 食 メ3』:s; 」J メ-Ji 、ーノ

A:A 会場 第 19 講義室
9 月 27 日 （ 金 ） B:B 会場 第 16 講義室
9 :00 9 ;30 1 2 :30 1 3 :00 1 s:ooc:c会場 第 3 講義室

受 付 ｜ シンポ ジュウ ム ｜ 昼 食 ｜ 編集 委員 会 ｜｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 川会場 第 1 講義室

本学会 は、 幼稚園か ら大学 までの教官 9 00余 名 の
個人会員 で構成 さ れて い ま して、 今回 の参加者は、 約

320 名 程で し た。 9 月 26 日 （木） の午前 中 に行わ
れま した 研究発表 （A） ～ （D） の会場に於て は 、
音楽教育 に関す る い ろ いろ な視点 からの、 実践 的、 理
論的な研究が 2 6 題発表 さ れ、 昼食を は さ んで午後 に
は、 課題研究 （ A ) ( B） が行わ れま した。 (A） 会
場 で は、 本学部の 中村義朗助教授 と附属d学校の常楽
道子教諭 も発表者 と して参加 し、 附属 と 学部の連携の
上に立 っ た意欲的 な発表 を いた し ま した。

27 日 （金 ）の シ ン ポジュー ム 「音楽教育か ら みた
教育改革への提言J には、 パネ ラ ー と し て 、 楠瀬敏則

氏 （東京都新宿区立落合第 2小学校長） 佐藤陽三氏
G愛媛大学教授） 小島美子氏 （ 東京芸術大学講師 ） を

迎 え 、 司会 は本学の大津欽治教授がいた し ま し た。 主
題が時期 を把えているために 、 フ ロ アー と パネ ラ ーの
聞に活発な質問 と 、 意見の交換があ り 、 中 味の濃い論
議に参加者 は時聞 を超え る の を忘 れた程で した 。

本学部音楽科の少ないス タ ッ フで、 乙 の よ う に大 き
な会を暮無 く 終 わ る こ と がで き ま し たの も 、 学部長を
はじめ、 学部教官の理解 あ る 御協力 と 、 教育学部の事
務職員 の万々の積極的、 Eつ惜 しみ ない御助力 の賜物
と 心か ら 感謝 いた し てお り 、 乙 の紙 面 をお か り し て御
礼申し上げ、 大会のと報告といたします。
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言ト報
故大塚恵一教授を悼む

1 1 月 4 日 朝、 大塚教授は忽然 と して逝 っ た 。 前 日
の 午前 は会議 を共 に し 、 午後 は附属小学校長 と しての
仕事 を終 え た翌朝 の 乙 と で あ っ た 。

私に と っ て は、 彼 は 20 年来の同僚 で あって、 彼の
生涯の学問的経歴 を最 も よ く 知 っ て いる 1 人 で あ る と
思 っ て い る 。 彼は京 都大学文学部で 、 山内 得立、 大島
康正の諸先生に師事 し て哲 学 を専攻 し、 つづ い て東大
の大学院に学び、 新潟大浮教育学部 を経て、 富山大学
教育学部へ新設の社会科教育の担当 と して、 私 に続い
て赴任 して き た。 私 が富山へ来た 2 、3年後で あ っ た と
思 う 。 その後私は彼 と 酒 を汲 み なが ら 彼が語 っ た 乙 と 、
すなわち、 彼が富山へ来 た心境 を些細 に語 っ た 乙 と が
忘 れ ら れない。 私は 「哲 学を専攻 し なが ら 、 社会科 と
い う 小 ・中学校の教科の教授法などと は不本意 で は な い
のか。 学問 と い う も の は 、 楽 しみなが ら や る も ので、
飯のた め にや る も の で は な い。 東京へ帰 っ て私大な ど
で も 哲 学 をや る 気 は な いのか」 と 云 う と 、 無言で沈痛
な 顔 を して いた の を記憶 して い る 。 今 で も 失礼なこ と
を言 っ た と 後悔 して い る。 その後 間 も な く 教科教授学
の充実 を 期 して 、 文部省よ り 指名 さ れて 1 年 間 の在外

⑥ 理学 部

教育学部教授 藤 井 敏 孝

研究 を西 ドイツのチユービ‘ンゲ、ン大羊¢潜名な実存哲学者
ボ ルノー教授の も と で行 う 乙 と に な る 。 そ の留 学 に 出
発す る ま での経緯は省略す る が、 乙 の ボルノー教授 と
の出会いが、 彼の 学問研究に一転機 を も た ら し、 以後
ボルノー 教授 に深 く 傾倒 し、 次第に実存哲学 と そ れに
基 く 教育哲学の研究へ と 進展 して行 っ た。 乙、で、 ボル
ノー教授の学風 によ る 教育人間学が、 彼の究極の研究
と して自 ら方向付 け を して行 っ た と思 う 。 1人 との 出
会いが決定的な学問 研究の方向付け を した と云 う べ き
で、 私は 乙 れ を学問的覚醒 で あ る と思 う 。 本居宣長 と
加茂真淵 と の 出会 い を想起す る 思いがあ っ た。

昨年 、 教育学の方へ欠員 を生じ彼に移籍 して も ら っ
たが、 安住の地を得た如 く で、今後の彼i乙期 待 す る と
乙 ろ 齢、 く な か っ た 際 に、 彼の突然の急逝 は悼ま れてな
ら な い。 彼は、 置かれた と 乙 ろ の運命を甘受 しな が ら 、
積極的に自 ら の運命 を開拓 してゆ く 積極 的な人柄であ
っ た と 思 う 。 その意味で私の尊敬す る友人の1人 で あ
っ た 。 尊敬 す る僚 友の 1 人 を亡い人生の寂実 を慎い哀
悼の意を 表す る 。

昭和 6 0年度 日 本 数 学 会 秋季総合分科会 報告

去 る 9 月 30 日 よ り 10月 3 日 ま で、 教養部、 教育学部 、
理学部及び工学部等 を会場 と して、 上記 日本数学会が
本学で開催 さ れま した。 乙 乙 に紙 面 をおか り して報告
さ せて い た だ き ます 。

日 本数学物理学会が、 戦後 日 本数学会 と 日 本物理学
会 と に分離 して か ら 、 今回 が丁 度 80回自 にあ た り ま す。
ま た 、 日本海側 の都市 と して は、 本学が初めて数学会
の 開催校にな り ま し た。

日 本数学会の現在の会員数は約 5,000名 で、 10の分科
会が あ り ま すが、 乙 れ ら の分科会な ど の 出席者の合計
は約 2 ,000 名 で あり ま した。 年 春秋 2 回数学会 が聞か
れま すが、 乙 の 5年 間では、 東京大学 、 東京都立大学
に次いで、 多数 の数 学研究者が宋学 し た 乙 と にな り ま

す。

理 学 部 教授 田 中 専一郎

会期 中、 総会講演 2 、 特別 講演 24、一般講演 350 の
講演 と 、 そ れ ら に対す る 活発な討論 が行わ れ ま し た。
ま た 、 大会本部 に も 多 く の万々が来 ら れ ま し た 。

数学会開催期 間 中 に、 「数学 と 計算機j と 題す る シ ン
ポ ジュー ム も 開催 さ れ、 乙〉では計算機 教育やC A I 
i乙関す る 討論 が行われま した。 ま た 、 数学教育学会例
会 （ 日 本 数学教育学会 で は な い）が 2 日 聞 にわ た っ て
行われま し た。

乙〉 で 、 多 く の学会で は行われてい る が、 数学会 と
して初 めて本学で、行 っ た こ と を 1 つ だけ書 かせて い た
だ き ま す。 い ま ま での数学会では 、 一般講演で も 講演
毎K講演者 名 、 所属、 講演題 目 、 講演時聞 を書い た ビ
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ラ を開催校で用意 し 、 乙 れ を め く り 現在会場 で どの講

演が行わ れて い る かを示 し て い ま し た 。 どの分科会に

して も 、 最低 150 名 自 至 160 名 入 れ る 広 い会場が必要

です し、 そ の会場 の後方 で も 見え る よ う 上記のよ う な

ビ ラ を 1 枚 1 枚正確に書 く 乙 と は 、 開催校に と っ て大

き な負担で し た 。 数学会 会員 の中 に は反対の 声 も あ り

ま し たが、 一般講演は番号で表示す る 乙 と と し 、 乙 の

た め の ス タ ン ド を 8 基用 意 し ま し た。 ま たそ れが大教

室の 後万で も 見 え る よ う に桁の数 字の プ レ ー ト の大 き

さ は 198 mm × 450酬 と大き く し ま し た 。 乙 れは今回の

数学会で好評の よ う で、 次期開催 の京都大学 で も 使用

す る こ と にな っ て お り 、 今後定着 す る も の と 思われま

す。

数学会 では、 すべて の講演 申込 は大会委員 長宛に送

ら れ、 プ ロ グ ラ ム の編成は開催校 で行 う ζ と にな っ て

い ま す。 プ ロ グ ラ ム編成ま での 講演申込書や ア ブ ス ト

ラ ク 卜 の保管 も 大変ですが、 プ ロ グラ ム 編成会議では、

希望分科会は そ れで いいのか、 各分科会毎に講演順序

を決め 、 さ ら に 講演希望時間 な どか ら講演時闘 を決め

て分科 会毎 の プ ロ グ ラ ム原稿 を 作 り ま す。 その ほか、

会期中 の 日 程表及び会場案内 図等 も 作 り 、 数学会事務

局へ送 り ま す。 も ち ろ ん プ ロ グ ラ ム の校正 も 行い ま し

た。

会場では、 座長のほか に司会者がお り 、 司会者の殆

どは、 本学 の教官によ っ て行われま した 。 乙 の ほか会

期中 lζ は、 会場会計、 連絡、 応急処理、 諸会合、 懇親

会場 、 OHP等の 諸係 も お り 、 本学の数学教官全員一致

の協力 で し た 。 準備 も 万 全で、 実行委員会及 び数学全

教官の協力 が極めて大 き か っ た 乙 と が示 さ れ ま した 。

数学会 も 大成功の う ち に終了 し ま し た が、 乙 れ一重

l乙学長 、 各学部長及び事務 当 局の方 々 の物品両 面 にわ

た る と支援の 賜 と 心か ら 感謝いた し て お り ま す。 こ 乙

l乙紙面 を おか り して御礼 を申 し上げ、 数学会の報告 と

いた し ます。

ム 第 1 8 回 非 ベ ン ゼ ン 系芳 香族化学
日 本化学 討論会 を 終 っ て五 第 1 8 回 構 造 有 機 化 学

去 る1 0月 7 日 、 8 日 、 9 日 の 3 日 聞 に亘 っ て第 18

回 非 ベ ン ゼ ン系芳 香族化学、 第 18 回構造有機化学両討

論会が、 教育学部第 3 校舎 を 会場 に して行わ れた。

乙 の両討論会では、 特別講 演 3 件、 一般講演96件が

行われ、 討論会発足 当時 に比べ、 構造有機の発表件数

が 70 件 と 著 し く 増 え て お り ま す。

さ て、 新規有機化合物 の単離、 合成、 構造、 反応の

研 究は、 単に有機化学の 一分野 と し て の み な ら ず 、 広

く 化 学全般 に亘 っ て、 更 に は物理学や生物学 の分野 に

ま でそ の対象を広 げて お り ま す。 文、 新規な構造 を も

っ化合物群 は、 そ れに附随す る特異 な物性開発の研 究

対象 と し て、 一大宝庫 と な っ てお り ま す。 文 、 一方 で、

そ の研究は旧来の古典構造 に含 ま れ る 種 々 の物性 を よ

理学部助教授 尾 島 十 郎

り 高い次元 で理解 しよ う と す る 努力が、 新 し い方法論 、

理論、 概念、 を 生 み出 し て お り ま す。

本討論会には、 約 230 名 の研究者が参加 さ れま した。

外国人発表者 を始 め と す る 講演者の意欲的 な研究発表

と 参加者の熱心 な討論 と に支 え ら れて、 理論か ら 合成

Kli る 広 い角度か ら論 じ ら れた点で、 両討論会の開催

は有意 義で あ っ た と 思われま す 。

乙 れ を契機に本学の 乙 の分野の研 究者の 研究への意

欲が一層高 ま る 事を願 っ て や み ま せん。

最後民 、 両討論会の為に、 理学 部山口 、 南部 、 工学
部黒田 の諸先生方 に一方 な ら ぬ御協力 を頂いた こ と に

ついて深 く 感謝致 し ま す。
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日 本 雪 氷 学 会

昭和 6 0 年 1 0 月 1 4 日 か ら 1 7 日 ま での 4 日 聞 に
今年度の 日本雪サ停会が富 山 で開催 さ れた。 富 山 で は

1 5 年振 り 2 回 目 で あ る 。
大会の主な行事は初 日 1 4 日 に専門分科毎の研究会、

1 5 ～ 1 7 日 に 一般研究発表 、 公開 シ ン ポ ジ ウ ム が行
な わ れ、 ま た 、 雪氷学会の理 事会、 編集委員会、 学術
会議雪氷d委員会等 の関係会議 も こ の期聞 を利用 して
行なわれた。 乙 れ等 の行事カ戦了 した翌 1 8 日 に は立
山砂防等の見学会が行なわれた。 開催地の我 々 と して
は充分な 準備 と 多 く の人々 の協力 と 援助に よ っ て略 々
順調K大 会を進 め る こ と が で き 、 ま た 、 最 も 心配 した
天候 も ほ んの一時の 小雨だ け で見学会迄の全期間 H鍛
的好天に恵ま れ先づ は良い大会で あ っ た と 思 っ て い る 。
特 に県 と 共催の帆 北 陸の雪を考 え る ” と 云 う 公開 シ ン
ポ ジ ウ ム には予想 を 遥に越す地元の人達の参加 が あ っ
て 雪の問題への関心の深 さ を心強 く 思 っ た 。

初 日 の研究会 に は雪氷物性懇談会、 雪崩懇談 会、 極
地雪氷分科会、 吹雪懇談会、 都市雪害研究協議会、 チ
ベ ッ ト 研究会、 氷河 情報セ ン タ 一、 凍 土研究会の 8 つ
が あ り 、 一種の特 別 講演 で あ る。 話題提供 者の講演に
続 い て初1C;者 も 気易 く 参加 で き る 雰囲気で討論の 時聞
を 充分に と り 、 或研究 につ いての現状、 将来の展望等
の 詳 し い解説や中 国旅行談の よ う な肩の凝 ら な い も の
迄市広 い話題が採 り 上げ ら れた 。

一般の研究発 表 は 2 会場で 3 日 聞 にわ た り 合計約
2 0 0 編 の発表が 1 9 の分科会 民分れて行 な われた 。

氷 の物性 や格子欠陥 、 結晶成長、 積雪の レ オ ロ ジ 一等
の 物理 的研究、 積雪 の総収支 と 融雪量、 雪圧、 降雪等
の実験的或は理論的研究の よ う な 最 も 基礎的分野、 屋
根雪の 種々 の処理方法、 雪の積 り に く い屋根、 道路の
積雪、 凍結等 々 極 めて 日 常生活に関係の深い種 々 の問
題 、 雪崩 、 海氷、 送電線、 樹木に対す る 着氷雪等の雪

理学部教授 中 川 正 之

氷災害 花関 し た研究、 南極氷床、 ヒ マ ラ ヤ の氷河 の氷
の深動 ・ 堆積 ・ 消耗等 の雪氷学的 ・ 気候学的研究、 L
p G 貯蔵 タ ン ク 周辺の土壌凍結、 含水軟弱地盤での凍
結工法の研究等 々 … …多種多 様 な研究発表 が行なわれ
た。 乙 の と と は雪氷の関係す る分野が非常 に広 く 、 物
理学、 地球化学等の理学的分野の 外に電力、 通信、 建
築、 土木等の工学的分野、 農業、 林業等の分野 氏 も 雪
氷 に関 し た解決すべ き 多 く の問題 を抱 えて い る 乙 と を
示す も の であ る 。

雪氷学 の研究対象であ る 雪、 氷、 水即 ち �oと い う
物質は我 々 に と り 最 も あ り ふ れ た物 質であ り 、 密度、
温度、 比熱等 々 の重要な基準 を 定め る 。 最 も 平凡で我
々 が良 く 知 り 学問 的 に も 総て が知 り 尽 き れた物質で あ
る と 思われが ち で あ る 。 と と ろ が氷 が水I乙浮 く こ と 、
氷や雪が滑 り 易 く 摩擦が小 さ い こ と 、 固体 で あ り な が
ら氷河の氷は谷 を飴 の よ う に溢れる こ と 等見慣れて何
の不思議 を感 じ ない 乙 と が実 は他の物質 で は見 ら れな
い性質 で、 氷 ・ 水は特異 な物質なの であ る 。

我国の略々で半分本川の 日本海側 と 北海道は冬期数 ヶ
月 雪 で蔽 われ世界 で稀な豪雪地 と 云 われる 。 地球上 に
は極地の よ う に厚 い氷や雪 で長期 間蔽われた地 は い く
ら で も あ る が 日本 の よ う に多 く の人が住み高 い文 明 を
も っ地 で は例が な い。 我国の積雪地で は雪に よ る 困難
を克服す る た めの種々 の研究が極め て盛に行な われて
き た。 他万昭和 1 0 年代に中 谷宇吉郎 に よ る 雪の人工
結晶の研究や そ の後の氷の塑性の研究等 に よ っ て基礎
的 な研究カ竣台 ま っ た 。 乙 の両研究は今 日 も 尚発展継続
さ れてお り 、 ま た 、 他の物質で は実施困難な 自 己の融
点に極 め て近い数度以 内 と 云 う 温度で現 れ る 特殊な 種
々 の性質 についての研究や種 々 の多 く の基礎的研究が
な さ れつつ あ る 。
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⑥ 工 学 部 総 合 移 転 を 終 え て

1 昨年 3 月 、 工学部校舎の新営工事が五福キ ャ ンパ
ス で槌音高 く 始め ら れ ま したの も 、 つ い昨 日 の事のよ
う に思われ ま すが 、 お陰様 で待望の新校舎 も 本年 1 月
末 K無事完成 し、 ま た 昨年、 本年 と 二度にわた り ま し
た新校舎への移転f撲 も 、 幸 い天候に も 恵 ま れて去 る
9 月 末滞 り な く 終 了 しま して 、 工学部の統合移転 も 乙
乙 l乙無事完 了 を み る とと とな り ま し た 。

長年の懸案の実現をみ ま した 乙 と は、 誠 に喜 び にた
え な い所で あ り ま す。 また 乙 れ に至 り ま す迄の 誠に長
く 厳 し か っ た道 の り を思い ま す と き 、 感概 も ま た一入
で 、 工学部の戦後 も よ う や く に して終 っ た と の感 巻深
く し て お り ま す。

工学部の前身 であ る 高岡工業専門学校が開設 さ れま
し たの は、 第二次大戦 も 末期 に近い昭和 19 年 4 月の事
であ り ま す。 以 来今 日 まで 40 年有余 、工学部が歩んだ
道は決 し て平担 な も の では あ り ません。 激変す る 時代
の流れ の 中 で数多 く の 困難に直 面 し て来 ま したが、 と
り わ け 五福移転問題 は、 そ れが発議 さ れた 昭 和 39年か
ら数 え て実に 20 年の歳月 を 要 し た 、 いわ ば学部積年の
悲願 と も い え る 難問題であ り ま した。 そ し て ま た工学
部 の歴史の大半 は、 良 き につ け悪 し き につ け 、 こ の 問
題 と深 く か h わっ て進展 して来た と 申 し て も 過 言では

工学部 長 位 崎 敏 男

あ り ません。 と の よ う な意味にお き ま し て 、 乙 の度の
統合移転の実現 は工学部に と り ま して 、 ま さ にそ の歴

史の上に一つの 時代 を画す る 大 き な転機で あ る と 申せ
ま し ょ う 。

本学部 が 乙 の よ う な誠に意義深い 日 を迎 え る事が出
来ま した の も 、 ひ と え に学 内外多 数の皆様 の 長年 に わ
た る 絶大な御支援、 御努力 の賜 で あ る 乙 と は 申す迄 も
あ り ま せん。 関係各位 に対 し ま して、 乙 与 に工学部 を
代表 して深甚な る 謝意 を表す る 次第で あ り ま す。 長年
の御尽力誠 に あ り が と う ご ざいま し た 。

統合移転の実現 によ り ま し て、 工学部の教育研究環
境は格段に整備充実せ ら れ、 新 し い発展への基盤 を調
え る 乙 と が 出来 ま した 。 今後は 乙 の新 し い体制への移
行を一つ の飛躍台 と し ま し て 、 時代の進展 に対 処 し て
更 に教育研究組織の一層の改善拡充 をはか り 、 ま た五
福キ ャ ンパ ス の よ き 一員 と し て学内 諸学部 と の連係交
流を一層深め、 本学の発展 lζ寄与す る 乙 と が出来 ま す
よ う 学部 を あ げ て努力 する 乙 と が、 長年の ご支 援に 乙
た え る 道 で あ る と 考 え て お る 次第で あ り ま す。 新 し い
門出 を迎 え ま し た 工学部に対 し、 今後 と も 一層 の と鞭
撞 ご支援を賜 り ま すよ う 重ね て お願 い を 申 し上げま す 。

ケ件への 学 生 部 だ よ り 0吋～。

固 体 育 系 サ ー ク ル リ ー ダ － 研 修 会 に つ い て

本年度の研修会は、 2 泊 3 日 の 日 程で山野 ス ポ ー ツ
セ ン タ ーにお い て 、 下記の と お り 実施 さ れ、 各サ ー ク
ノレ代表者が参加 し、 熱心な討論を重ね有意 義に終了 す
る ζ と がで き ま し た 乙 と を報告す る とと も に、 と と に
あ ら た めて関係各位に感謝い た し ます。

な お 、 今年度 も 昨年度 と 同 様 に 、 特l乙学外の講師を
招いて 講演を行いま した。

。実施概要
期 日 昭和 60 年 10 月 2 日 （ 水 ） ～ 3 日 （ 金 ）

( 2 1，自 3 日 ）
場 所 富山 県体育協会 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー

（ 富山 県上新川 郡大山 町本宮 ）

参加者 体育会会長
体育会副会長
講師等

大井信一 （ 富山 大学 長 ）
本田 弘 （ 学生部長 ）
福田 明 夫 （ 教養部原敢授 ）
西川友之 （ 教育学部助教授 ）
堀田朋基 （ 教育学部助手 ）
他 2 名

体育会役員及 び体育会所属 サ ー ク ルの リ ー
ダ － 82 名

研究題目 ー ク ラ ブにお け る リ ーダ ーの位 置 ・ 仕事
（ な すべ き 乙 と ） ー
． 体育会ク ラ ブ と して 目 指 す も の

． 部活動の充実 ・ 強化
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・ リ ー ダ ー と し て な すべ き 乙 と
講演等 帆 平 常心 と 集中力 ”

富 山大学長 大井信－
m ス ポ ー ツ にお け る 傷害 と 処置 ”

富山 市民病院救急医療部主任
部長 （ スポーツ ド ク タ ー ）

山野清俊
ミ ス ポ ー ツ 環論 ”

（ 学 長 講 演 ）

県 ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ール協会長
河野宰治

帆 体育会サ ー ク ルへの提言 ”
教育学部 助教授 西川友之

帆 強 く な る ための ト レ ーニ ン グ ” （ 理論編 ）
教養部助教授 福 田 明夫

帆 強 く な る た めの トレ ーニ ング ” （ 実習編 ）
教育学部助手 堀田朋基

（ 分 科 会 ）

次 期 リ ー ダ － 達 に 期 待 す る

体育系サ ー ク ル リ ー ダー研修会 （ 以下、 リ ー研 と 略
す る 。 ） は、 そ の 目 的 を 、 「課外活動の あ り 方や問 題
点について、 分析 ・ 検討 し リ ー ダ ー と して の資質 の 向
上 を 図 り あ わせ て サ ー ク ル相互の理解 と 親睦 を 図 る 斗
と して 、 毎年学生部 と体育会が行 な っ て いま す 。

今年は、 10 月 2 日 （ 水） ～ 10 月 4 日 （金 ） の 2 泊 3 日
の 日 程 で、 県営ゴ ン ド ラ ス キ ー場の麓、 山 野 ス ポ ー ツ
セ ン タ ー に於て行な い ま し た。 今回 の リ ー 研は 、 討論
を 中心 と し リ ー ダ ー と しての や る 気を 討論を通 じて 自
然に引 き 出 す 乙 と 、 ま た体 育会事務局 と ク ラ ブのつな
が り の強化 を 目 指 し て行ないま した。 各運動 ク ラ ブ K
一生懸命 に参加 を 呼 びかけ た結果、 過去最高 の 3 1 ク ラ
ブ 58 名 が参加 し ま し た が、 ク ラ ブ強化の叫ば れ る 今
の富山大学の現状 を 考 え る と 体 育会所属の 38 ク ラ ブ
全 て が 参加 し なか っ た 乙 と は多少残念な こ と だ と 思い
ま す。

討論会は 、 メ イ ン テ ー マ を 「 ク ラ ブ Kお け る リ ー ダ
ーの位置 ・ 仕事 （ なすべき乙 と ） 。 」 と し、 更 に 有効に
討論 を行な う た め に、 参加者を 5 つの ク。ル ー プに分け 、

体 育会所属 ク ラ ブ と い う こ と を ど う臼考 え て い る か、 乙

実 行 委 員 長 小 西 純

れか ら ど う い う リ ー ダ ー を 目 指 し、 ど う ク ラ ブを引張
っ て い く か等 について話 し合 っ て も ら い ま し た。 話 し
合 い は 、 当初の 乙 ち ら の心配 に反 して活発 な も の と な
り リ ー ダ ー達 の や る 気が伝わ っ て く る よ う で、 ζ の研

修会を企画 した私た ち に と っ て本 当 に嬉 し い結果 と な
り ま し た。

今年は、 体育会の会長が代わ り そ の新 しい会長 の大
井学長に講演を依頼 し ま し た 。 講演では、 練 習 ・ 試合
中 に於 け る 精神の持 ち万等、 内面か ら 見た ス ポ ー ツ に
ついて話 し て い た だ き ま し た 。 ま た、 学外か ら も 講師
を招 き 、 県ラ ク ビ ー フ ッ ト ボ ー ル協会会長の河野先生
にス ポ ー ツ の歴史や素晴 ら し さ 、 リ ー ダ ー シ ッ プにつ
いて、 富 山市民病院の山野医師にス ポ ーツ にお け る 健
慶 ・ 安全管理 の大切 さ 、 揚害 ・ 万ーの事故の時 の処置
． 緊急連絡先の確認の必要性 Kつ い て それぞれ講演 し

て いた だ き ま し た。 学内か ら は 、 体育教官の西川先生

に富山 大学生 と し て ク ラ ブ活動 を行な っ て行 く プ ラ イ

ドの必要性について、 リ ー ダ ー と し て や っ て い く 上で
の諸注意 について議義 し て いただき ま した 。 ク ラ ブ活
動 で行 な っ てい く 筋力 ト レ ー ニ ン グ を 考 え 「強 く な る

QU

 

唱EA



た め の ト レ ーニ ン グ」 と い う 題で 、 体育教官の福田先
生、 堀田 先生 に も 理論編 と 実技編の 2 つに分 け て 講義
し て いた だ き ま した 。

夜には、 ク ラ ブ間相互の親睦を深め る た め 自 由交歓
会 ぞ行ない、 強い富山大学体育会 を 目 指 そ う と 誓 い合
い ま した 。

乙 う し て、 リ ー研 は無事終 わ り ま し た が、 参加 した
各 リ ー ダ ー達に は 乙 の研修会 で得た も の を ク ラ ブの強

化 ・ 充実 に向 け て い っ て欲 い と 思 い ま す。 今 、 富 山大
学体育系 サ ー ク Jレは決 し て 強 い と は い え な いのが現状
です。 乙 の研修会 に参加 し た リ ー ダ ー達 に は 、 互いに
良 き 友達、 良 き ラ イ バル と い う 意識を持 っ て 、 一つ で
も 多 く 体育会の顔 と な る よ う な 、 し いては富山大学の

顔 と し て 全学生、 職員が誇 れ る よ う な ク ラ ブを 目指
し活動 し て欲 し い と ，思い ま す。 各 リ ー ダーの奮起 を期
待 し ま す。

図 昭 和 6 0 年 度 後 学 期 専 門 移 行 者 調

( 60. 10.1 付 ）

学

云々：：：
専 門 教 育 課 程 移 行者 数 移 行 不 許 移 行 対 象

部 5 3  5 4  5 5  5 6  5 7  5 8  59  可 者 数 者 数

人 文 学 科 3 8 4  8 95 
人

霊関五口 学 文 学 科
文

1 75  8 8 4  

計 4 1 59 1 6  1 7 9  

小学 校 教 員 養 成 課程 1 4 3 2 1 4 5 
教 中 学 校 教 員 養成 課程 1 40  7 48 

養護学校教員養成課程 1 20 2 1  
育 幼稚 園 教 員 養 成 課 程 29 2 9  

計 2 2 3 2  9 2 4 3  
経 済 学 科 1 7 1 02 26  1 3 6  

経 経 p邑,... 学 科 1 86 40 1 27 
済 経 営 法 学 科 1 2 4 1  2 2  6 6  

計 1 1 1 0  2 2 9  8 8  3 2 9  
数 学 科 1 2 2 9  1 4  4 6  
物 理 学 科 3 2 27  2 1  5 3  
化 学 科 2 28 1 2  4 2  

理 生 物 ナ,l.)..4 科 1 2 1  9 3 1  
地 球 科 学 科 2 23 1 2  38 

計 5 9 1 28 68  2 1 0 
電 気 工 A寸主4＝ 科 2 4 4 0  1 6 6 2  
工 業 化 学 科 2 39  1 1  52  
金 属 工 学 科 1 6 32  1 6  5 5  

工 機 F成 工 学 科 1 4 33 2 1  60 
生 産 機 械 工 学 科 1 6 29  1 9  5 5  
イE 学 工 学 科 3 28 20 5 1  
電 子 工 学 科 4 3 4  7 45  

計 2 4 2 9  2 3 5  1 1 0  3 80 
l口� 計 3 1 0  5 4  9 8 3  29 1 1 ,3 4 1  
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昭 和 6 0 年 度 後期 授 業 料免 除 に つ い て

後期授業料の免除 については、 さ き に開催の授業料 （ 参考 ） 前期授業料免除実施状況
等減免選考委員会 の選考 を経 て 、 出願者 622 名 （ 学部
578 名 、 大学院 41 名 、 専攻科 3 名 ） に対 して 、 491 名

（ 学部454 名 、 大学院 34名、 専攻 科 3 名 ） は全額免除

を 、 51 名 （学部45 名、 大学院 6 名 ） は半額免除を許可
し た 。

区 分
学 部
大 学 院
専 攻 科

計

出 願 者
5 1 0名

45 
6 

5 6 1 

許 可 者 不許 可 者

U1�名 37 名

( �u) 5 
5 1 

flg� 4 3  

（ ） 内 は半免 で内数

構 内 の 盗 難 に 注 意

最近 、 体育 の授業時及び課外活動時の更衣室やサ ー
ク ル部室 ・ 教室等で盗難が頻発 し てい ま す。

被害 の大万 は 、 鍵の かか っ て いな い部室や更衣室に
現金や貴重品 をパ ッ ク や衣類に入れてその場 に 置 き 、
ほんの少 しの聞 に抜 き と ら れて い ます。 「 ち ょ っ と の油
断」 が禁物です。 被害 を 未然I乙防 ぐ に は 、 部室及 び更

衣室l乙 は現金 ・ 貴重醍簿 巻置かない よ う に心掛 け る の
は勿論 の 乙 と 、 授業及び練習等 に行 く と き は必ず身に
付 け る よ う 、 お互い に被害防止に努 めて 下 さ い。

万一、 盗難 にあ っ た り 、 不審 と 思 われる 者がいた場
合 は、 速やかに各学部の学務係 （ 教養部は学生係 ） 文
は 、 学生部学生課民連絡 する よ う に し て下 さ い。

ケゆ....（＞ 保健管理 セ ン タ ー だより o～ケ旬。

圏 .t� 知 ら せ

1. 学生相談室 に、 電話相談 の た め の直通電話 が入 り
ま し た。

い ろ い ろ の事情 に よ っ て、 直接相談室It来所で き
な い人達 のた め に設 け ら れた も の です。 困 っ た こ と 、
心配 ご と が あ っ た時に は、 気軽 にダ イ ヤ ルを 回 し て
く だ さ い。

－ 電話番号 0 7 6 4 ～ （ 3  2） ～ 5 4 9 4  
． 電話相談時間

平 日 午前 10 時 ～ 12 時 午後 1 時 ～ 4 時
土曜 日 午前 10 時 ～ 12 時

（注） ・ 乙 の電話 は、 カ ウ ンセ ラ ー （ 高尾 ） の と こ ろ
にの み通 じ ま す。
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－ 授業や行事 の た め、 留守の 乙 と も あ り ま すの
で 、 と諒承 く だ さ い。

2. 第 3 回北陸地区国立五大学 合同合宿セ ミ ナ ー （ 当
番校 福井大学 ） が今年 も 極楽坂ス キ ー場 を 中 心lと
し て行われ ま す 。

ス キ ーの指導 を受 け なが ら 、 学生同志、 学生 と教
官 と の交流が出来、 本音で話 合 え る 場があ り 大変有
意義な セ ミ ナ ー です。

今の う ち か ら 、 春休みの計画 の中 に入れ て お い て
く だ さ い。

実施予定 日 は 、 昭和61年 3 月 2 日 （日）～4 日（刈 です。
日 程、 その他、 決 ま り 次第各学部 民掲示 し ま す 。



ア ル コ ー ル 依 存 症 に ついて

アルコ ー ル依存症 と は、 いわゆ る アルコ ー ル中毒で
は な いのですが、 性格の弱 さ か ら 、 ついつ い飲酒の習
慣が抜 け 出 せ な い ま 〉 、 当人の健康を損ね、 さ ら に は
社会生活を満足 に送れな く な っ た 状態を い い ま す。

今年 7 月 発表 さ れ た 、 厚生省 と 病院の実態調査 に よ
る と 、 アル コ ル依存症で、 医学的治療を必要 と す る
患者は少な く 見て も 全国で、 約 220 万人 と推定 さ れて
い ま す。

左記の図表を見て 下 さ い 。 皆

さ ん も 大変驚鰐さ れ る と思い

ま す。 50 年頃から年々 お酒の

消 費量が増加す る と 共 にア／レ
コ ー ル依存症は ド ン 下 ン増 え
て い ま す。

教職員、 学生の皆 さ ん、 お
酒は 「百薬の長」 と 昔 か ら 親
し ま れ、 嬉れ し い時、 悲 し い

時の心の支えであ った も のが、
何時の 間 にか、 万病の素、 自

己を失い、 不幸を招 く 、 悪魔の水、 心を狂わす水 に な

っ て き た の で す。 先進国 、 文明社会 と 喜 乙 び、 至 る 所
（夜半で も 自 由 自 在 に入手で き る ） 自 動販売機の重宝

さ 、 甘い C M fi'.: つ ら れての幣害が今、 我が国 で も 数字

で表わ さ れた の だと い う こ と に な り ま す。

そ う し た こ と か ら 、 皆 さ ん に アル コ ール依存症 に な
ら な い た め に 、 下記の表 （久里浜式テ ス ト ） で 自 己チ

ェ ッ ク を し て、 アル コ ー ／レ依存度 を調べてみて も ら い
ま し ょ う 。

保健管理セ ン タ ー 中 村 良 子

(1) 2 点以下の人は異常 な し 。
(2) 3 点以上の人は要注意です。

(2）に該当す る 方は 1 週聞 に一度の断酒 日 を設け 、
そ し て次の 3 項 目 をチ ェ ッ ク し て下 さ い。
① 3 ヶ 月 間断酒 日 が守れて い る か。

② 2 日 間の断酒後に反動的な大量飲酒の欲求が 乙
な いか。

③断酒期間 中 に 、 不眠、 発汗、 振顛 （手の指のふ
る え） がな いか。

以上の 3 項 目 の どれかに触れる よ う な ら 専門 医 K相談
し て下 さ い 。 8 点以上の人は、 も はや 自 分 と 酒 と が、
共存共栄で き な い と い う 事実を直視すべ き です。 今の
所、 問題な い と 思われで も 将来必ず、 アルコ ー ル依存
症の怖さ を 知 る 乙 と に な る だ ろ う と思われ ま すか ら 、
即刻断酒の対策 を た てて下 さ い 。 ま た そ れが出来ない
人は専門 医の指導を受け ら れ る よ う お勧め し ま す。

最近は酒 を た し な む女性が増加す る 傾向 に あ り ま す。
女性の皆 さ ん に は こ の こ と を よ く 心 し て頂 き た いので
す。 〔女性の体は男 性の体 と ち が っ て 酒 に は弱い体質

に な っ て い ま す故 、 男 性 よ り 早 く アル コ ール依存症に
躍 り 易し つ その結果 は 自 分の個体の破壊 に と ど ま ら ず、
家庭崩壊に ま で至 る 乙 と は ど存 じ の通 り です。 是非是

非、 自 己管理を守 り 、 楽 し い 団壌 の家庭生活 を送 り ま
し ょ う 。

グ皆 さ ん、 お酒は楽 し く 飲み、 飲 ま れる 乙 と の な い よ
う に し 1 た し ま し ょ う 。 グ

久里浜式アル コ ー ル症ス ク リ ー ニ ン グ ・ テ ス ト （ KAST )

最近 6 カ 月 の聞 に次の よ う な 乙 と があ り ま し た か 回答カ テ コ リ ー 点数

酒が原因で大切 な人 （家族や友人） と の人間関係 に ひ びがは い っ た こ と があ あ る 3. 7 
る 。 な し 1 - 1 .  1 

2 せめて今 日 だけ は酒を飲む ま い と 思 っ て も 、 つい飲んで し ま う こ と が多 い。 あ て は ま る 3. 2 
あ て は ま ら な い - 1 1 

3 周 囲の人 （家族、 友人、 上役 な ど） か ら 大酒飲み と 非難 さ れた こ と があ る 。 あ る 2. 3 
な し 1 - o. 8 

4 適量でや め よ う と思 っ て も 、 つ い酔つぶ れ る ま で飲んで し ま う 。 あ て は ま る 2. 2 
あ て は ま ら な い - 0. 7 
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5 酒を飲んだ翌朝 に 、 前夜の と と を と と ろ ど 乙 ろ思 い 出 せ な い 乙 と が し ば し ば あ て は ま る 2. 1 

あ る 。 あ て は ま ら な い - o. 7 

6 休 日 に は 、 ほ と ん どいつ も 朝 か ら 酒 を飲む あ て は ま る 1 . 7 

あ て は ま ら な い - 0. 4 

7 2 日 酔いで仕事を休んだ り 、 大事な約束を守 ら な か っ た り し た 乙 と がと き ど あ て は ま る 1 .  5 
き あ る 。 あ て は ま ら な い - o. 5 

8 糖尿病、 肝臓病、 ま た は心臓病 と 診断 さ れた り 、 そ の治療を受け た 乙 と があ あ る 1.  2 
る 。 な し 、 - 0. 2 

9 酒がき れ た 時 に 、 汗が出 た り 、 手がふ る え た り 、 い ら い ら や不眠 な ど苦 し い あ る o. 8 
乙 と カfあ る 。 な し 1 - o. 2 

よ く あ る o. 7 

10 商売や仕事上の必要で飲む。 と き ど き あ る 。

め っ た に な い - 0. 2 

1 1  酒を飲ま な い と落っけ な い こ と が多 い。 あ て は ま る o. 7 

あ て は ま ら な い - o. 1 

12 ほ と ん ど毎 日 3 合以上の晩 し ゃ く （ ウ イ ス キ ー な ら κ本以上、 ビ ー ルな ら 大 あ て は ま る o. 6 
ぴん 3 本以上） を し て い る 。 あ て は ま ら な い 一 o. 1 

1 3 酒の上の失敗で警察のや っ かい に な っ た こ と があ る 。 あ る o. 5 
な し 1 。

14 酔 う と いつ も 怒 り っ ぽ く な る 。 あ て は ま る 0. 1 

あ て は ま ら な い 。

KAST を用 いた 自 己チ ェ ッ ク 法で 2 点以下の人は正常。
た だ し KA S T の得点は固定 し た ものではな く 、 始終上 が っ た り 下が っ た り し て い る も の だか ら 、 時々 再

チ ェ ッ ク を お勧め し ま す 。
3 点以上の人は要注意。

8 点以上の人は専門 医の指導を受け る こ と 。

。

CHERRY I 」 を 「 THEAND BLOSSOMS 

正 （ お わ び ）

第 49 号 （昭和 60 年 10 月 1 1 日 ）
・ 目 次及び 8 ペ ー ジ中 「 THE CHRRY 

BLOSSOMS AND I J �c.訂正 し ま す。
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